
展示室の様子

こ
ん
な
こ
と
を

　
　
　
し
て
い
ま
す

自
由
民
権

　
　
　
資
料
館
の
歴
史

こ
ん
な
こ
と
を

　
　
　
し
て
い
ま
す

自
由
民
権

　
　
　
資
料
館
の
歴
史

自
由
民
権
家
「
細
野
喜

代
四
郎
」
の
企
画
展
を

開
催
し
ま
す
。

『
武
相
自
由
民
権
史
料
集
』、
紀

要
『
自
由
民
権
』、『
民
権
ブ
ッ

ク
ス
』
を
販
売
し
て
い
ま
す

自
由
民
権
家
「
細
野
喜

代
四
郎
」
の
企
画
展
を

開
催
し
ま
す

『
武
相
自
由
民
権
史
料
集
』、
紀

要
『
自
由
民
権
』、『
民
権
ブ
ッ

ク
ス
』
を
販
売
し
て
い
ま
す

◇中学校2年生職場体験事業◇

事業所の皆さまへのお願い

　現在、第2期（11月23日～27日）の
受け入れ先が不足しています。町田っ子
の未来探しのために、職場体験の受け入
れに何卒ご協力をお願いいたします。

お問い合わせは　教育委員会指導課へ
1（724）2154

書籍名 発行年 判型頁 定価
14,000円
1,000円
800円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
500円
4,500円
660円
500円
500円
890円
550円
500円
300円
500円
700円

2007年
1997年
2001年
2000年
2001年
2002年
2003年
2004年
2005年
2006年
2007年
2008年
2009年
2001年
2002年
2003年
2004年
2007年
2008年
2009年
1976年
1971年
1971年
1972年
1972年
1973年
1992年
2000年
2004年
2005年

『武相自由民権史料集』全6巻　
図説　自由／民権
わたしとわたしたち―人権と民権を考える―
紀要『自由民権』13号　小山を駆け抜けた歴史展
紀要『自由民権』14号　軍隊へのまなざし　戦争展
紀要『自由民権』15号　特集　『わたしとわたしたち―人権と民権を考える―』を読んで
紀要『自由民権』16号　特集　学び／教えの場で考える民権・人権
紀要『自由民権』17号　特集　「研究」と「顕彰」のあいだ
紀要『自由民権』18号　家永三郎コレクション
紀要『自由民権』19号　特集　自由民権120年、この本を読む
紀要『自由民権』20号　開館20周年記念号
紀要『自由民権』21号　特集　『武相自由民権史料集』を繙（ひもと）く
紀要『自由民権』22号　特集　シンポジウム 民権運動再考 「地域から描く自由民権」
民権ブックス14号　語りの近代
民権ブックス15号　多摩の鉄道と民権家
民権ブックス16号　『武蔵野叢誌』一八八三年秋、創刊！
民権ブックス17号　多摩／ＴＡＭＡ　住民意識と地域イメージの物語
民権ブックス20号　『三多摩自由民権史料集』人名索引
民権ブックス21号　民権期武相の新聞・雑誌
民権ブックス22号　武相の結社
町田市史　下巻
町田市史史料集　第2集　村誌編
町田市史史料集　第3集　近世庶民史料編
町田市史史料集　第5集　近世庶民史料編
町田市史史料集　第7集　明治前期経済史料・地租改正関係編
町田市史史料集　第9集　明治期村財政・教育・生活関係編
増補・町田の歴史をたどる
町田の伝承　こどもの遊び
町田の伝承　町田の方言と俗信・俗謡
発掘された町田の遺跡

B5.合計約2600頁
A4変形.123頁
B5.194頁
A5.187頁
A5.139頁
A5.125頁
A5.136頁
A5.168頁
A5.117頁
A5.112頁
A5.168頁
A5.143頁
A5.135頁
A5.116頁
A5.88頁
A5.91頁
A5.91頁
A5.110頁
A5.96頁
A5.107頁
A5.1718頁
A5.351頁
A5.298頁
A5.371頁
A5.341頁
A5.340頁
B5変形.232頁
B5.78頁
B5.91頁
B5.94頁

教
育
委
員
会
の
動
き

教
育
委
員
会
の
動
き

教
育
委
員
会
の
動
き

町
田
の
自
由
民
権
の
歴
史
に

町
田
の
自
由
民
権
の
歴
史
に

　
　
　
　
　
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

町
田
の
自
由
民
権
の
歴
史
に

　
　
　
　
　
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

自由民権資料館の販売図書一覧

P
P

至　多摩市永山

芝 溝 街 道 （鎌倉街道）

自由民権資料館

「綾部入口」
バス停

「袋橋」バス停

蓮見橋

ハスヨ

薬師池
公　園

民権の森
ぼたん園

「袋橋」バス停

鶴見川

新袋橋  交差点

綾
部
原
ト
ン
ネ
ル

鎌

倉

街

道

至　町田駅

綾部 交差点

野津田
駐在所

至
　
鶴
川
駅

至
　
淵
野
辺

　
国
道
１
６
号

自由民権の像

自由民権の碑

北

「
国
本
学
園
前
」

バ
ス
停

「
薬
師
ヶ
丘
」

バ
ス
停

自
由
民
権
資
料
館

６月～
８月

　
明
治
１０
年
代
、
全
国
各
地
で
自

由
と
権
利
を
求
め
た
運
動
が
盛
り

あ
が
り
、
薩
長
を
中
心
と
し
た
明

治
藩
閥
政
治
に
対
し
て
国
会
開
設
、

憲
法
制
定
、
地
租
軽
減
、
自
治
の

要
求
な
ど
を
目
指
し
た
自
由
民
権

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
三
多

摩
を
含
む
神
奈
川
県
で
も
活
発
な

動
き
が
あ
り
、
な
か
で
も
町
田
は

石
阪
昌
孝
や
村
野
常
右
衛
門
、
青

木
正
太
郎
、
細
野
喜
代
四
郎
な
ど

有
力
な
指
導
者
を
輩
出
し
ま
し
た
。

結
社
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
つ
く
ら

れ
、
政
治
学
習
運
動
が
推
し
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
の
な
か

で
、
野
津
田
町
の
村
野
常
右
衛
門

が
私
財
を
割
き
、
１
８
８
３
年
（
明

治
１６
年
）
２
月
に
建
て
た
の
が
「
凌

霜
館
（
り
ょ
う
そ
う
か
ん
）
」
と

い
う
文
武
の
道
場
で
し
た
。

　
１
９
８
４
年
１１
月
に
こ
の
凌
霜

館
跡
地
が
子
孫
の
方
か
ら
市
に
寄

付
さ
れ
た
の
を
受
け
、
市
で
は
こ

の
ゆ
か
り
の
地
に
自
由
民
権
運
動

を
中
心
と
し
た
資
料
館
を
建
て
、

１
９
８
６
年
１１
月
３
日
に
開
館
す

る
と
と
も
に
、
隣
接
土
地
を
所
有

す
る
方
の
協
力
を
得
て
、
丘
陵
に

続
く
貴
重
な
緑
を
守
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
田
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
三

多
摩
や
神
奈
川
県
な
ど
、
明
治
１０

年
代
当
時
の
活
動
範
囲
ま
で
幅
を

拡
げ
て
、
自
由
民
権
運
動
関
係
資

料
の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。
運

動
に
か
か
わ
る
直
接
の
資
料
を
は

じ
め
、
書
簡
、
書
籍
、
写
真
類
、

当
時
の
新
聞
・
雑
誌
、
あ
る
い
は

民
権
家
の
使
っ
た
ゆ
か
り
の
物
な

ど
を
収
集
、
整
理
、
保
管
し
、
常

設
展
「
多
摩
の
民
権
／
町
田
の
民

権
」
や
、
テ
ー
マ
を
決
め
た
企
画

展
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
権
運
動
を
対
象
と
し
た
論

文
や
関
連
の
文
献
な
ど
も
、
全
国

的
に
幅
広
く
集
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
資
料
や
文
献
を
充
実
さ
せ
、

自
由
民
権
運
動
に
関
す
る
「
文
献

情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
資
料
館
の
前
身
で
あ

る
市
史
編
さ
ん
室
が
収
集
し
た
町

田
の
歴
史
に
か
か
わ
る
資
料
、
周

辺
地
域
の
各
自
治
体
史
や
歴
史
書
、

市
民
活
動
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
会
誌
・
会
報
や
記
録
類
、
ミ
ニ

コ
ミ
・
ロ
ー
カ
ル
紙
、
自
費
出
版

物
な
ど
の
市
民
資
料
も
同
時
に
収

集
し
、
閲
覧
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。 

　
１０
月
１０
日
（
土
）
か
ら
１１
月
２９

日
（
日
）
に
は
、
企
画
展
「
小
川

村
の
細
野
喜
代
四
郎
・
繁
荘
兄
弟

―
世
代
と
時
代
」
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
（
企
画
展
示
室
）
。

　
小
川
村
の
細
野
喜
代
四
郎
は
、

豪
農
出
身
の
自
由
民
権
家
と
し
て
、

あ
る
い
は
、
１
８
８
４
年
（
明
治

１
７
）
年
、
武
相
地
域
で
お
き
た

負
債
を
め
ぐ
る
騒
動
（
武
相
困
民

党
事
件
）
に
際
し
て
の
仲
裁
者
と

し
て
、
そ
の
名
が
世
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
企
画
展
で
は
、
異
な

る
軌
跡
を
た
ど
っ
た
細
野
喜
代
四

郎
・
繁
荘
兄
弟
、
二
人
の
生
涯
を

そ
の
世
代
と
時
代
と
い
う
視
点
か

ら
眺
め
ま
す
。
　

　
２
０
０
７
年
に
刊
行
し
ま
し
た

『
武
相
自
由
民
権
史
料
集
』
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
武
相
地
域
（
現
神
奈

川
県
に
東
京
都
多
摩
地
域
を
加
え

た
旧
神
奈
川
県
域
）
の
自
由
民
権

運
動
を
考
え
る
材
料
と
し
て
編
ん

だ
も
の
で
す
。
自
由
民
権
運
動
に

直
接
関
係
す
る
史
料
だ
け
で
は
な

く
、
幕
末
維
新
期
の
多
様
な
史
料
、

明
治
２０
年
代
の
政
治
運
動
史
料
、

民
権
期
に
お
け
る
地
域
指
導
層
の

社
会
観
や
諸
活
動
に
関
す
る
史
料

を
で
き
る
だ
け
多
く
収
録
し
ま
し

た
。
本
書
を
通
じ
て
、
武
相
地
域

の
自
由
民
権
運
動
を
よ
り
多
角
的

か
つ
ト
ー
タ
ル
に
把
握
で
き
る
構

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
新
号
（
２２
号
）
の
紀

要
『
自
由
民
権
』
、
『
民
権
ブ
ッ

ク
ス
』
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

紀
要
『
自
由
民
権
』
２２
号
で
は
、

昨
年
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

民
権
運
動
再
考
Ⅱ
「
地
域
か
ら
描

く
自
由
民
権
」
の
記
録
を
特
集
と

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
『
民
権

ブ
ッ
ク
ス
』
２２
号
は
、
企
画
展
「
武

相
の
結
社
」
の
記
録
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
上
記
以
外
に
も
、
左
の
表
に
あ

る
よ
う
に
紀
要
『
自
由
民
権
』
や

『
民
権
ブ
ッ
ク
ス
』
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
な
ど
の
書
籍
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

＊
自
由
民
権
資
料
館
・
生
涯
学
習

課
（
市
役
所
森
野
分
庁
舎
）
で
の

窓
口
販
売
の
ほ
か
、
郵
送
で
の
販

売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
自
由
民
権
資
料
館

〒
１
９
５
―
０
０
６
３
町
田
市
野

津
田
町
８
９
７
番
地

1
７
３
４
―
４
５
０
８

　
町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
今
年

度
も
市
立
全
中
学
校
２
年
生
約
３

２
０
０
人
を
対
象
に
職
場
体
験
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
毎
年
多
く
の

事
業
所
の
皆
さ
ま
に
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
本
事
業
は
、
今
年
度

で
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度

も
昨
年
度
と
同
様
に
３
期
に
分
け

て
実
施
し
、
第
１
期
は
９
月
１４
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
昨
年
の
職
場
体
験
実
施
後
に
保

護
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
「
親
子
で
職
業
や
将
来

の
こ
と
を
話
す
機
会
が
増
え
た
。
」

と
回
答
さ
れ
る
保
護
者
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
け
入
れ

先
の
事
業
所
か
ら
も
、
「
職
場
体

験
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
の
取
組

が
大
変
積
極
的
で
、
中
学
生
に
対

す
る
見
方
が
変
わ
っ
た
。
」
と
い

う
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
の
感
想
で
は
、
「
働

く
人
た
ち
は
、
自
分
の
仕
事
に
誇

り
を
も
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
」

と
い
う
内
容
も
見
ら
れ
、
職
場
体

験
で
生
徒
が
働
く
こ
と
の
苦
労
や

大
切
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
と
っ

て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。
　

　
職
場
体
験
を
通
し
て
、
生
徒
が

自
分
の
可
能
性
を
見
出
し
、
自
分

の
生
き
方
を
見
つ
け
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
も
職
場

体
験
事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
平
成
２１
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で

に
定
例
会
３
回
が
開
催
さ
れ
、
２４

件
の
議
案
を
審
議
し
、
１
件
を
協

議
し
、
１１
件
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
以
下
が
主
な
も
の
で
す
。

【
議
　
案
】

○
町
田
市
立
中
学
校
教
科
用
図
書

採
択
方
針
・
選
定
基
準
及
び
評
価

方
法
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
町
田
市
社
会
教
育
行
政
功
労
者

へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
に
つ
い
て
可

決
し
ま
し
た
。

○
第
二
次
町
田
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
懇
談
会
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
２
０
０
９
年
度
町
田
市
教
育
委

員
会
の
施
策
等
の
点
検
及
び
評
価

(

２
０
０
８
年
度
分)

に
つ
い
て
可

決
し
ま
し
た
。

○
２
０
１
０
年
度
使
用
教
科
用
図

書
（
小
学
校
）
の
採
択
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

○
２
０
１
０
年
度
使
用
教
科
用
図

書
（
中
学
校
）
の
採
択
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

○
２
０
１
０
年
度
使
用
教
科
用
図

書
（
特
別
支
援
学
級
）
の
採
択
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

【
協
議
事
項
】

○
町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て(

協
議)

【
報
告
事
項
】

○
主
幹
教
諭
が
担
当
す
る
校
務
の

範
囲
等
に
関
す
る
基
準
の
制
定
に

つ
い
て

○
「
町
田
市
の
図
書
館
評
価
」
の

概
要
に
つ
い
て

○
「
平
成
２０
年
度
児
童
・
生
徒
の

学
力
向
上
を
図
る
た
め
の
調
査
」

結
果
に
つ
い
て

（４）2009. 9. 1


